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近
年
、
政
府
、
企
業
と
も
に
、
激
化
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
外

国
人
留
学
生
を
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
持

つ
高
度
人
材
と
位
置
づ
け
、
生
き
残
る
た
め

に
、
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
材
と
し
て
注
目
し
は
じ
め
て
い

る
。
日
本
の
大
学
や
大
学
院
等
で
学
ぶ
外
国

人
留
学
生
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
〇

七
年
の
留
学
生
数
は
一
一
万
八
四
九
八
人
と
、

一
〇
年
前(

一
九
九
七
年)

の
五
万
一
〇
四

七
人
（
日
本
学
生
支
援
機
構
調
べ
）
か
ら
倍

増
し
て
い
る
。
政
府
の
ア
ジ
ア
・
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
戦
略
会
議
は
昨
年
、
そ
の
最
終
報
告
で

留
学
生
政
策
を
最
重
要
項
目
の
一
つ
と
し
て

掲
げ
、
産
官
学
の
連
携
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
な
ど
の

「
新
た
な
留
学
生
戦
略
策
定
に
向
け
た
基
本

方
針
」
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実

際
に
は
、
留
学
生
の
国
内
で
の
就
職
は
思
う

よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
で
は
、
こ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
留
学
生
の
国
内
就
職

の
実
態
や
就
職
が
進
ま
な
い
原
因
を
、
企
業

の
意
識
や
雇
用
管
理
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
探

る
た
め
、
従
業
員
三
〇
人
以
上
の
民
間
企
業

一
万
五
〇
〇
〇
社
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
三
二
四
四
社
か
ら
得
た
回
答

を
と
り
ま
と
め
た
（
有
効
回
収
率
二
一
・
六

％
、
調
査
期
間
は
二
〇
〇
七
年
一
月
五
日
〜

二
三
日
）。以
下
、調
査
結
果
を
紹
介
す
る（
昨

年
の
Ｂ
Ｌ
Ｔ
八
月
号
『
企
業
に
お
け
る
外
国

人
留
学
生
の
活
用
』
で
、
中
間
段
階
の
集
計

概
要
を
紹
介
し
て
い
る
）。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
過
去
三
年
間
で
実

際
に
外
国
人
留
学
生
を
採
用
し
た
企
業
は
約

一
割
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
採
用
し
た
企
業

で
は
積
極
的
な
評
価
が
大
多
数
で
、
約
八
割

が
今
後
も
採
用
を
続
け
た
い
と
回
答
し
て
い

る
。
一
方
、
採
用
し
な
か
っ
た
企
業
で
は
、

相
対
的
に
留
学
生
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

図表１　過去3年間での留学生の採用の（n=3244）

  産業別・企業規模別にみた過去３年間での留学生の採用の有無
（n=3244）

過
去
３
年
間
で

　

留
学
生
を
採
用
し
た
企
業
は
約
１
割

　
　
　
　
　
　
　
　

―

採
用
企
業
の
８
割
が
こ
れ
か
ら
も
採
用
を
予
定

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
「
外
国
人
留
学
生
の
採
用
に
関
す
る
調
査
」
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ジ
で
捉
え
て
お
り
、
今
後
の
採
用
も
八
割
近

く
が
「
な
い
と
思
う
」
と
し
て
い
る
。
実
際

に
採
用
し
て
留
学
生
の
実
像
を
理
解
し
て
い

る
企
業
が
、
今
後
も
積
極
的
に
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
問
題
を
解
く

う
え
で
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
り
そ
う
だ
。

企
業
に
と
っ
て
は
、
先
例
の
な
い
最
初
の
一

歩
を
踏
み
出
す
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
高
く
、

ど
の
段
階
で
「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
」

と
思
え
る
か
が
、
留
学
生
採
用
に
対
す
る
取

り
組
み
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
え
そ
う
だ
。

　

過
去
三
年
間
に
外
国
人
留
学
生
を
正
社
員

ま
た
は
契
約
社
員
と
し
て
採
用
し
た
か
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
採
用
し
た
」
と
す
る
企
業
が

九
・
六
％
と
ほ
ぼ
一
割
で
、「
採
用
し
な
か
っ

た
」
が
八
九
・
五
％
を
占
め
た
（
以
下
、
採

用
に
つ
い
て
は
過
去
三
年
間
）。

　

業
種
別
に
「
採
用
し
た
」
割
合
を
み
る
と
、

情
報
通
信
業
と
一
般
機
械
の
製
造
業
が
「
採

用
し
た
」
と
す
る
割
合
が
二
〇
％
を
超
え
て

お
り
（
情
報
通
信
業
＝
二
六
・
五
％
、
一
般

機
械
＝
二
二
・
五
％
）、
こ
の
ほ
か
の
製
造

業
で
も
、
食
料
品
加
工
（
一
〇
・
六
％
）、

鉄
鋼
・
非
鉄
・
金
属
（
一
〇
・
三
％
）、
電

気
機
械
（
一
二
・
二
％
）、
輸
送
用
機
械
（
一

五
・
九
％
）、
精
密
機
械
（
一
四
・
九
％
）

で
「
採
用
し
た
」
と
す
る
割
合
が
一
〇
％
を

超
え
て
い
る
。

　

正
社
員
規
模
別
に
み
る
と
、
三
〇
人
以
上

五
〇
人
未
満
で
五
・
八
％
、
五
〇
人
以
上
一

〇
〇
人
未
満
で
九
・
一
％
、
一
〇
〇
人
以
上

三
〇
〇
人
未
満
が
一
〇
・
三
％
と
な
っ
て
お

り
、規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど「
採
用
し
た
」

と
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
三
〇
〇

人
以
上
で
は
三
六
・
三
％
と
、
三
社
に
一
社

の
割
合
で
留
学
生
の
採
用
経
験
が
あ
っ
た

（
図
表
１
）。

　

外
国
人
留
学
生
の
属
性
や
留
学
生
を
雇
う

こ
と
に
対
し
て
、
各
企
業
が
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
。
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
項
目
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、「
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」

「
そ
う
思
わ
な
い
」
の
三
段
階
で
回
答
し
て

も
ら
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、「
そ
う
思
う
」
と
の
割
合

が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
「
自
己

主
張
が
強
い
」（
四
二
・
六
％
）
で
、
次
い
で

「
日
本
語
能
力
が
不
足
し
て
い
る
」（
三
八
・

四
％
）、「
定
着
率
が
低
い
」（
三
四
・
四
％
）、

「
国
際
的
視
野
が
広
い
」（
三
〇
・
八
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
そ
う
思
わ
な
い
」
の

割
合
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
忠
誠
心
が
あ
る
」（
二
九
・
四
％
）
で
、
次

い
で
「
協
調
性
が
あ
る
」（
一
九
・
八
％
）、「
日

本
語
能
力
が
不
足
し
て
い
る
」（
一
二
・
三
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
外
国
人
留
学
生
を

「
採
用
し
た
」企
業
と「
採
用
し
な
か
っ
た
」

企
業
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
図
表
２
は
、

留
学
生
を
「
採
用
し
た
」
企
業
と
「
採
用
し

な
か
っ
た
」
企
業
別
に
、
各
イ
メ
ー
ジ
に
対

す
る
「
そ
う
思
う
」
の
回
答
割
合
を
み
た
も

の
。
こ
れ
を
み
る
と
、
全
体
的
な
傾
向
と
し

て
、
プ
ラ
ス
と
と
れ
る
イ
メ
ー
ジ
項
目
に
つ

い
て
は
、「
採
用
し
た
」
企
業
の
方
が
「
採
用

し
な
か
っ
た
」
企
業
よ
り
「
そ
う
思
う
」
の

割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
（
図
表
２
の
右

半
分
側
）。
一
方
、
マ
イ
ナ
ス
と
と
れ
る
イ

メ
ー
ジ
項
目
に
つ
い

て
は
、「
採
用
し
な
か

っ
た
」
企
業
の
方
が

「
採
用
し
た
」
企
業

よ
り
総
じ
て
「
そ
う

思
う
」
の
割
合
が
高

い
（
同
左
半
分
側
）。

　

イ
メ
ー
ジ
項
目
ご

と
に
み
て
い
く
と
、

「
仕
事
へ
の
意
欲
が

高
い
」、「
能
力
が
高

い
」、「
協
調
性
が
あ

る
」
で
は
、「
採
用
し

た
」
企
業
で
「
そ
う

思
う
」
の
割
合
が
比

較
的
高
く
、「
採
用
し

な
か
っ
た
」
企
業
で

の
割
合
に
比
べ
大
き

な
開
き
が
出
た
。
具

体
的
に
は
、「
仕
事
へ

の
意
欲
が
高
い
」
で

は
「
採
用
し
た
」
企

業
と
「
採
用
し
な
か

っ
た
」
企
業
と
の
差
が
二
七
・
一
ポ
イ
ン
ト

（「
採
用
し
た
」
五
四
・
二
％
マ
イ
ナ
ス
「
採

用
し
な
か
っ
た
」
二
七
・
一
％
）、「
能
力
が

高
い
」
は
二
五
・
九
ポ
イ
ン
ト
（
同
三
六
・

五
％
マ
イ
ナ
ス
同
一
〇
・
六
％
）、「
協
調
性

が
あ
る
」
は
二
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト
（
同
二
六
・

〇
％
マ
イ
ナ
ス
同
五
・
二
％
）
と
、
そ
の
差

が
と
く
に
大
き
い
。

　

ま
た
、「
採
用
し
な
か
っ
た
」
企
業
で
「
そ

う
思
う
」
の
割
合
が
高
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
項

目
は
、「
日
本
語
能
力
が
不
足
し
て
い
る
」「
定

着
率
が
低
い
」「
日
本
の
雇
用
慣
行
に
な
じ
ま

な
い
」「
労
働
条
件
へ
の
要
求
が
高
い
」―

―

な
ど
で
あ
っ
た
。
と
く
に
「
日
本
の
雇
用
慣

行
に
な
じ
ま
な
い
」
に
つ
い
て
は
「
採
用
し

な
か
っ
た
」
企
業
と
「
採
用
し
た
」
企
業
と

の
割
合
の
開
き
が
一
七
・
〇
ポ
イ
ン
ト
と
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

「
採
用
し
た
」
企
業
が
経
験
を
踏
ま
え
て

回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
採
用
し
な
か

っ
た
」
企
業
の
答
え
は
留
学
生
に
対
す
る
漠

然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
採
用
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
よ
り
外

国
人
留
学
生
の
実
像
に
近
い
と
い
え
そ
う
だ
。

「
採
用
し
な
か
っ
た
」
企
業
は
、
こ
の
よ
う

に
留
学
生
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
た
め
、
採
用
を
不
安
視
す
る
が
、
実

際
に
採
用
し
た
企
業
に
、
採
用
し
た
た
め
に

職
場
で
生
じ
た
こ
と
（
複
数
回
答
）
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
特
に
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
」

と
す
る
企
業
が
五
三
・
八
％
と
半
数
以
上
に

達
し
て
い
る
（
図
表
３
）。

　

で
は
、
留
学
生
を
「
採
用
し
な
か
っ
た
」

企
業
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か

ら
留
学
生
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

採
用
し
な
か
っ
た
と
回
答
し
た
企
業
に
対
し
、

理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）、「
社

内
の
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
か
ら

図表２　 留学生の採用の有無別にみた留学生イメージ（「そう思う」の
割合）
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（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
等
）」
が

四
四
・
九
％
と
も
っ
と
も
多
く
あ
が
り
、「
外

国
人
の
採
用
自
体
に
消
極
的
だ
か
ら
」
が
四

三
・
八
％
と
僅
差
で
続
い
た
（
図
表
４
）。

　

一
方
、「
採
用
し
た
」
企
業
が
外
国
人
留
学

生
を
採
用
し
た
理
由
を
み
る
と（
複
数
回
答
）、

「
国
籍
に
関
係
な
く
優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
た
め
（
学
歴
・
公
的
資
格
等
を
含
め
た
専

門
知
識
・
技
術
）」
が
五
二
・
二
％
と
も
っ

と
も
多
く
、
次
い
で
「
職
務
上
、
外
国
語
の

使
用
が
必
要
な
た
め
」
三
八
・
八
％
、「
事
業

の
国
際
化
に
資
す
る
た
め
」三
二
・
四
％
、「
外

国
人
な
ら
で
は
の
技
能
・
発
想
を
採
り
入
れ

る
た
め
」
九
・
三
％―

―

の
順
と
な
っ
て
い

る
（
図
表
５
）。

　

ま
た
、
外
国
人
留
学
生
を
採
用
し
た
こ
と

で
、
日
本
人
社
員
や
組
織
に
対
し
て
ど
ん
な

効
果
が
あ
っ
た
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
（
複
数

回
答
）、「
特
に
変
化
は
な
い
」
が
四
五
・
八

％
で
も
っ
と
も
多
く
、「
職
場
が
活
性
化
し

た
」
が
二
六
・
〇
％
、「
社
員
が
国
際
的
視
野

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」が
二
四
・
七
％
、「
外

国
人
留
学
生
の
母
国
語
の
勉
強
を
社
員
が
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」
が
一
〇
・
九
％
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　

留
学
生
の
採
用
経
路
に
つ
い
て
は
（
複
数

回
答
）、「
新
聞
や
就
職
情
報
サ
イ
ト
・
就
職

情
報
誌
、
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
募
集
し

た
」
が
三
六
・
二
％
と
も
っ
と
も
割
合
が
高

く
、
次
い
で
「
大
学
・
指
導
教
授
の
紹
介
」

（
二
七
・
九
％
）、「
社
員
、
親
会
社
、
取
引

先
の
紹
介
」（
二
七
・
六
％
）、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）・
外
国
人
雇
用
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
」（
一
八
・
六

％
）―

―

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

採
用
枠
に
つ
い
て
、
外
国
人
留
学
生
を
日

本
人
社
員
と
別
枠
で
採
用
し
た
か
ど
う
か
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
日
本
人
社
員
と
区
別
な
く

採
用
」
が
七
七
・
六
％
と
八
割
近
く
を
占
め
、

「
日
本
人
社
員
と
別
枠
で
採
用
」
が
一
七
・

三
％
、「
そ
の
他
」
が
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、
正
社
員
規
模
別
に
み
て
も
違

い
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

人
事
労
務
管
理
に
つ
い
て
は
、
①
配
置
・

配
転
②
昇
進
・
昇
格
③
評
価
制
度
④
賃
金
・

賞
与
制
度
⑤
退
職
金
制
度
⑥
教
育
訓
練
の
実

施―
―

の
六
項
目
に
分
け
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

六
項
目
す
べ
て
で
「
日
本
人
社
員
と
全
く
同

様
の
扱
い
」
が
半
数
以
上
を
占
め
た
。

　

採
用
さ
れ
た
外
国
人
留
学
生
の
う
ち
、
現

在
、
も
っ
と
も
高
い
職
位
に
あ
る
人
の
職
位

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
一
般
職
員
ク
ラ
ス
」
が

四
八
・
七
％
と
も
っ
と
も
多
く
、次
い
で
「
課

長
ク
ラ
ス
」（
九
・
六
％
）、「
主
任
・
係
長
ク

ラ
ス
」（
九
・
〇
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い

る
。
正
社
員
規
模
別
に
み
る
と
、
三
〇
〇
人

以
上
で
は
「
課
長
ク
ラ
ス
」
を
あ
げ
る
企
業

が
二
割
（
二
一
・
七
％
）
に
達
す
る
。

　

今
後
、
外
国
人
留
学
生
を
採
用
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
う
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
留
学

生
を
「
採
用
し
た
」
企
業
で
は
「
あ
る
と
思

う
」
が
七
九
・
五
％
で
、「
な
い
と
思
う
」
が

一
六
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
採
用

図表３　留学生採用によって職場で生じたこと（複数回答　n=312）

図表４　留学生を採用しなかった理由（複数回答　n=2905）

図表５　外国人留学生を採用した理由（複数回答　n=312）
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し
な
か
っ
た
」
企
業
で
は
「
あ
る
と
思
う
」

は
一
九
・
七
％
と
二
割
弱
に
と
ど
ま
り
、「
な

い
と
思
う
」（
七
七
・
七
％
）
が
八
割
近
く
に

達
し
て
い
る
（
図
表
６
）。「
採
用
し
た
」
企

業
で
は
留
学
生
を
積
極
的
に
評
価
し
て
、
今

後
の
採
用
に
つ
い
て
も
前
向
き
な
姿
勢
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

今
後
の
留
学
生
の
採
用
見
込
み
を
正
社
員

規
模
別
に
み
る
と
、採
用
が「
あ
る
と
思
う
」

と
し
た
企
業
は
、
三
〇
人
以
上
五
〇
人
未
満

で
七
三
・
二
％
、
五
〇
人
以
上
一
〇
〇
人
未

満
で
八
一
・
八
％
、
一
〇
〇
人
以
上
三
〇
〇

人
未
満
が
七
九
・
一
％
、
三
〇
〇
人
以
上
が

八
四
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
規
模
に
よ
る

差
異
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
過
去
三
年
間
の
実

際
の
採
用
で
は
、「
採
用
し
た
」中
小
企
業（
三

〇
〇
人
未
満
）
は
五
〜
一
〇
％
に
止
ま
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
採
用
見
込
み
で
は
規
模
に

関
係
な
く
中
小
企
業
で
も
七
〇
〜
八
〇
％
が

「
あ
る
と
思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
の
が
目

を
引
く
。
中
小
企
業
の
多
く
は
、
実
際
に
は

採
用
に
踏
み
切
れ
な
い
ま
で
も
、
留
学
生
の

採
用
に
つ
い
て
関
心
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

留
学
生
を
採
用
し
た
企
業
で
生
じ
た
職
場

の
ト
ラ
ブ
ル
別
に
、
今
後
の
留
学
生
の
採
用

見
込
み
を
み
る
と
、「
外
国
人
留
学
生
と
日
本

人
社
員
と
の
間
の
人
間
関
係
で
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
た
」
と
回
答
し
た
企
業

で
も
、
五
二
・
六
％
と
半
数
以
上
が

今
後
の
採
用
が
「
あ
る
と
思
う
」
と

し
て
お
り
、「
在
留
資
格
の
更
新
な
ど

手
続
き
で
時
間
が
か
か
っ
た
」や「
外

国
人
留
学
生
の
定
着
率
が
悪
く
、
ひ

ん
ぱ
ん
に
人
員
補
充
の
必
要
が
生
じ

た
」「
外
国
人
留
学
生
の
日
本
語
能
力

の
不
足
に
よ
っ
て
従
事
さ
せ
る
職
種

が
限
ら
れ
た
」
企
業
で
は
、
七
割
以

上
（
そ
れ
ぞ
れ
八
八
・
六
％
、
八
〇
・
〇
％
、

七
一
・
二
％
）
が
今
後
の
採
用
に
つ
い
て
「
あ

る
と
思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
（
図
表
７
）。

　

ま
た
、
外
国
人
留
学
生
を
採
用
し
な
か
っ

た
企
業
の
理
由
別
に
、
今
後
の
外
国
人
留
学

生
の
採
用
見
込
み
を
み
る
と
、「
外
国
人
留
学

生
の
募
集
の
方
法
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
か

ら
」
を
理
由
に
あ
げ
た
企
業
で
は
、
四
割
近

く
（
三
八
・
二
％
）
が
今
後
の
採
用
が
「
あ

る
と
思
う
」
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
れ
は
裏

を
返
せ
ば
、
募
集
の
方
法
が
わ
か
っ
て
い
れ

ば
留
学
生
を
採
用
す
る
企
業
は
今
以
上
に
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

「
外
国
人
の
採
用
自
体
に
消
極
的
だ
か
ら
」

を
理
由
に
あ
げ
た
企
業
で
は
、「
あ
る
と
思

う
」
の
割
合
は
一
一
・
二
％
に
と
ど
ま
り
、

今
後
の
採
用
に
つ
い
て
も
消
極
的
な
姿
勢
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
（
図
表
８
）。（主

任
調
査
員
・
郡
司
正
人
）

図表６　留学生の今後の採用見通し（留学生の採用の有無別）

図表７　 留学生採用によって職場で生じたこと別にみた今後の留学生の採用
見込みの有無

図表８　 留学生を採用しなかった理由別にみた今後の採用見込み


